
千秀だより

寒さの中花は咲く

校長市川幸男

大寒が過ぎましたが寒さは変わらず厳しい状況です。そんな中、毎朝、子どもたちが

手袋をはめ、白い息をはきながら登校してくる様子を見ていると、「もう少しで春だ、が

んばれ。」と思ってしまいます。しかし、「子どもは風の子」とは、上手く言ったもので

す。冷たい風をものともせず、校庭を走り回る子どもたちを見ていると、こちらまでそ

のエネルギーをもらえそうな気持ちになります。まだまだ厳しい寒さが続きます。本校

でも風邪やインフルエンザ流行の兆しが見られます。「うがい」「手洗い」は勿論、睡眠

や栄養をしっかりとり、体調管理に心がけてほしいと思います。

さて二月。今年度も残すところ 2ケ月となりました。寒い寒いと縮こまっていてはい0

けないと思、い、校庭をを散策しました。するとどうでしょう、寒風の中、早咲きの紅梅
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が今を盛りと咲き誇っています。足下には水仙の花が咲き、木蓮の枝のつぼみが膨らみ

始めてぃます。1春の兆しが少しずっ見え始めるようになってぃました。そんな事を思い
ながら、散策を続けると、 1年生が育てている鉢植えのチューリップやヒャシンスに出

合いました。チューリップの球根は、秋に花壇に植え込みます。その時、すでに球根の

中に小さなっぼみができあがっています。このつぼみは、花が終わった 1ケ月後にはで

きあがり、翌年の春まで、そのまま辛抱して伸びずに冬を越します。チューリップは、

冬が寒いから花の茎が、伸びないのではありません。その証拠として、温室であたたか

いと存じます。また、当日は恒例となっております地域の方の美術・工芸作品も展示させてい

ただきます。よろしくご参加いただけますようご案内申し上げます。

2月

くしても茎は伸びてきません。チューリップは、一度冬の寒さにさらされないと次にく

る春を感じないのです。ですから、チューリップを早く咲かせるには、人工的に冷蔵庫

姥●札、1知、知熊泌駐一、郵泌一。孔一郭、*訟
花を咲かせる廷は、人にとっての寒さ(厳しさや辛さ)が多少必要な経験かもしれませ

ん。是非、 6年生は残り少なし>卜学校生活の中、自らに厳しくし、将来への準備期間と
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して欲しいと思います。在校生は、チューリップが早い時期から球根の中で、つぼみの

準備をするのと同じように、小学校での学習や生活を通して学び、生きる力を積み重ね

ていってほしし

剣に取り組み、

長ができたでしょ

姿勢はとても大事です。 140年に及ぶ長い歴史の中、脈々と流れる「千秀魂」の心を

合い言葉に、迅の寒い厳しさに耐え、みんなで春を迎えていきたいと思っています。

さて、今月中旬には「千秀フェスティノ勺レ」が開催されます。子ども達が生活科・総合的な

括"抽一一御唯武討■唯駐、齡、眺却御、、や髞洲
め、深め合う機会です。是非とも多くの方にご来校いただき、子ども達にお声かけいただきた

、と思います。この一年で、本は何冊読めたでしょうか?学校の授業に真

学力がっいてきたでしょうか?学級での係や委員会活動をやり遂げ、成

うか?一人ひとりが、目標を実現を目指し、一生懸命努力を続ける


